
小
・
中
学
校
の
健
康
管
理
田た

つ
の角 

悦と
き
や
す恭

（
新
風
会
）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
協
議
体

市
立
高
崎
特
別
支
援
学
校

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

上
信
電
鉄
及
び
沿
線
の
遺
跡
整
備

市
博
物
館
等
の
移
動
展
示

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

群
馬
八
幡
駅
の
ホ
ー
ム
段
差
解
消

若
年
者
へ
の
ピ
ロ
リ
検
診

木こ
ぐ
れ暮 

孝た
か
お夫

（
公
明
党
）

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
支
援

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

伊い
と
う藤 

敦あ
つ

博ひ
ろ

（
日
本
共
産
党
）

ご

み

行

政

救
急
医
療
体
制
緊
急
改
善
プ
ラ
ン

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
無
所
属
）

本会議や委員会の内容を記録した会議録は、市議会ホームページ（会
議録検索）や以下の施設で、どなたでもご覧いただくことができます。
今回の本会議については２月中旬に公開予定です。

・市民情報センター （市役所１階）
・高崎市立図書館
・倉渕公民館図書室

さらに詳しい内容は会議録で

市
議
会
各
会
派
構
成

（
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
）

　

「
会
派
」
と
は
、
同
じ
理
念
や
考
え
方
を
持
っ
た
議
員
同
士
の
グ
ル
ー

プ
で
す
。
３
人
以
上
で
総
括
質
疑
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
交
渉
会
派
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
交
渉
会
派
の
中
か
ら
会
派
所
属
の
議
員
数
に
応
じ
、
議

会
運
営
委
員
会
や
各
派
代
表
者
会
議
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

◆
新　

風　

会�

（
21
人
）

会　
　
　

長　

田
中　

治
男

副　

会　

長　

青
栁　
　

隆

　
　

〃　
　
　

田
角　

悦
恭

幹　

事　

長　

白
石　

隆
夫

副 

幹 

事 

長　

松
本　

賢
一

政 

調 

会 

長　

根
岸　

赴
夫

副
政
調
会
長　

追
川　

徳
信

会　
　
　

計　

時
田　

裕
之

監　
　
　

査　

柴
田　

正
夫

顧　
　
　

問　

柴
田　

和
正

　
　

〃　
　
　

丸
山　

和
久

会　
　
　

員　

柄
沢　

髙
男

　
　

〃　
　
　

後
閑　

賢
二

　
　

〃　
　
　

石
川　
　

徹

　
　

〃　
　
　

寺
口　
　

優

　
　

〃　
　
　

後
閑　

太
一

　
　

〃　
　
　

飯
塚　

邦
広

　
　

〃　
　
　

渡
邊　

幹
治

　
　

〃　
　
　

大
竹　

隆
一

　
　

〃　
　
　

清
水　

明
夫

　
　

〃　
　
　

後
藤　
　

彰

◆
市
民
ク
ラ
ブ�

（
５
人
）

会　
　
　

長　

高
橋
美
奈
雄

幹　

事　

長　

林　
　

恒
徳

会　
　
　

計　

中
島　

輝
男

会　
　
　

員　

木
村　

純
章

　
　

〃　
　
　

堀
口　
　

順

◆
公　

明　

党�

（
５
人
）

顧　
　
　

問　

木
暮　

孝
夫

会　
　
　

長　

丸
山　
　

覚

幹　

事　

長　

逆
瀬
川
義
久

政 

審 

会 

長　

新
保　

克
佳

会　
　
　

計　

小
野　

聡
子

◆
日
本
共
産
党

　

高
崎
市
議
会
議
員
団
（
３
人
）

団　
　
　

長　

依
田　

好
明

副　

団　

長　

伊
藤　

敦
博

書　

記　

長　

田
村　
　

理

◆
無　

所　

属

　
　
　
　
　
　

三
島
久
美
子

　
　
　
　
　
　

松
本　

基
志

　
　
　
　
　
　

長
壁　

真
樹

　
　
　
　
　
　

北
嶋　

菊
好

（9） （8）

質
問　

貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
山

名
古
墳
群
や
多
胡
郡
正
倉
跡
の
今
後

の
整
備
計
画
は
。

答
弁　

山
名
古
墳
群
は
、
公
有
化
し
、

発
掘
調
査
と
と
も
に
駐
車
場
や
解
説

板
を
設
置
し
た
。
今
後
、
上
野
三
碑

整
備
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
古

墳
群
の
整
備
実
施
時
期
を
研
究
し
た

い
。
ま
た
、
正
倉
跡
は
、
国
指
定
に

向
け
事
務
を
進
め
、
多
胡
碑
と
の
一

体
的
な
活
用
を
図
り
た
い
。

質
問　

上
信
電
鉄
吉
井
駅
と
馬
庭
駅

の
間
の
正
倉
跡
近
く
に
新
駅
を
設
置

し
、
電
車
と
歩
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
た
観
光
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

新
駅
の
設
置
に
は
、
周
辺
の

開
発
状
況
や
人
口
動
向
、
将
来
の
駅

利
用
者
数
や
採
算
性
の
検
討
、
上
信

電
鉄
や
県
と
の
協
議
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
現
時
点
で
は
こ
れ
ら
の
課
題

に
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い
。

質
問　

六
郷
公
民
館
で
行
わ
れ
た
移

動
博
物
館
の
成
果
は
。
ま
た
、
市
の

博
物
館
や
資
料
館
の
史
料
を
公
民
館

な
ど
で
移
動
展
示
で
き
な
い
か
。

答
弁　

公
民
館
だ
よ
り
に
開
催
案
内

を
掲
載
し
、
小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
結
果
、
２
日

間
で
４
６
７
人
が
来
場
し
た
。
子
ど

も
や
保
護
者
、
地
域
の
方
に
貴
重
な

体
験
の
場
を
提
供
で
き
た
と
考
え
る
。

本
市
の
収
蔵
品
は
埴
輪
や
古
文
書
な

ど
も
ろ
い
史
料
が
多
い
た
め
、
移
動

展
示
に
は
適
し
て
い
な
い
。

質
問　

年
金
削
減
や
保
険
料
の
値
上

げ
な
ど
社
会
保
障
が
切
り
崩
さ
れ
る

中
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
人
数

や
生
活
状
況
の
現
状
は
。

答
弁　

平
成
28
年
度
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
本

市
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
数
は
１

万
３
４
０
８
人
、
そ
の
う
ち
何
ら
か

の
支
援
が
必
要
な
人
は
１
０
６
６
人

で
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
問　

身
寄
り
が
な
い
高
齢
者
の
た

め
に
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
始
め
た
市
も
あ
る
が
、
本
市
で

無
縁
仏
と
し
て
扱
わ
れ
る
人
数
と
対

処
方
法
は
。

答
弁　

生
活
保
護
受
給
者
や
行
旅
死

亡
人
な
ど
福
祉
部
で
把
握
し
て
い
る

も
の
は
、
平
成
27
年
度
10
件
で
あ
っ

た
。
遺
骨
は
一
定
期
間
、
市
斎
場
の

霊
安
室
に
保
管
し
、
引
き
取
り
不
能

の
も
の
は
永
代
供
養
墓
な
ど
を
持
つ

寺
院
に
埋
葬
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問　

無
料
低
額
診
療
を
実
施
す
る

本
市
の
医
療
機
関
と
利
用
状
況
は
。

質
問　

ご
み
の
総
重
量
を
減
ら
す
た

め
生
ご
み
の
水
切
り
に
特
化
し
た
事

業
が
必
要
だ
が
取
り
組
み
は
。
ま
た
、

食
品
ロ
ス
を
な
く
す
取
り
組
み
は
。

答
弁　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
や

堆
肥
化
が
で
き
る
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
を
推
奨
し
、
購
入
者
に
補
助
金

を
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
環
境

保
健
協
議
会
が
研
究
し
て
い
る
水
切

り
に
効
果
的
な
機
器
を
広
報
啓
発
し

て
い
く
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
等
か

ら
排
出
さ
れ
る
食
品
残
渣
は
、
民
間

事
業
者
に
委
託
し
堆
肥
化
し
て
い
る
。

質
問　

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

て
替
え
に
伴
い
本
市
で
計
画
中
の
発

電
施
設
の
発
電
量
は
。

答
弁　

新
規
施
設
で
は
、
自
己
設
備

の
発
電
を
計
画
し
て
い
る
。
発
電
量

な
ど
詳
細
は
、
今
後
検
討
を
行
う
。

質
問　

救
急
搬
送
に
は
救
急
救
命
士

の
乗
車
が
最
重
要
で
あ
る
が
、
資
格

要
件
や
認
定
救
命
士
と
の
違
い
は
。

答
弁　

資
格
要
件
は
、
県
消
防
学
校

の
救
急
科
を
修
了
し
救
急
業
務
に
従

事
し
た
後
、
養
成
所
で
の
研
修
、
国

家
試
験
に
合
格
の
上
、
病
院
実
習
を

実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
平
成
28
年

12
月
１
日
現
在
、
救
急
救
命
士
は
87

人
で
あ
る
。
ま
た
、
認
定
救
命
士
は
、

さ
ら
に
厳
し
い
試
験
や
研
修
、
実
習

を
修
了
し
て
認
定
さ
れ
、
心
肺
機
能

停
止
状
態
の
傷
病
者
に
強
心
剤
を
投

与
す
る
救
命
処
置
が
で
き
る
薬
剤
投

与
認
定
救
命
士
な
ど
が
あ
る
。

質
問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

協
議
体
が
設
置
さ
れ
た
地
域
で
の
活

動
事
例
は
。

答
弁　

高
齢
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
社
会
資
源
を
地

図
に
落
と
し
、
地
域
の
状
況
を
把
握

す
る
作
業
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
先

行
す
る
協
議
体
で
は
、
生
活
支
援
の

担
い
手
の
養
成
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

市
立
高
崎
特
別
支
援
学
校
の

児
童
・
生
徒
数
や
学
級
数
の
増
加
に

伴
う
通
学
バ
ス
や
教
室
の
対
応
は
。

答
弁　

９
月
補
正
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
１
台
増
便
し
、
計
３
台
で
運
行
し

て
い
る
。
教
室
は
、
新
年
度
に
普
通

教
室
３
室
の
不
足
が
見
込
ま
れ
、
学

習
室
２
室
を
普
通
教
室
へ
転
用
し
、

プ
レ
ー
ル
ー
ム
を
普
通
教
室
に
改
修

す
る
。
こ
の
た
め
、
駐
車
場
の
一
部

に
プ
レ
ー
ル
ー
ム
を
新
設
す
る
予
算

を
12
月
補
正
に
計
上
し
て
い
る
。
今

後
も
快
適
な
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

県
や
前
橋
市
な
ど
が
骨
髄
提

供
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
制
度
を
導
入
し

た
が
、
本
市
で
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　

助
成
制
度
の
導
入
に
は
、
地

域
差
な
く
公
平
に
支
援
で
き
る
環
境

整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
国
が
支
援

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

国
へ
要
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他

自
治
体
で
の
導
入
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
で
も
制
度
の
普
及
動
向
を

注
視
し
、
対
応
を
検
討
し
た
い
。

段差が改善された下り線ホーム（群馬八幡駅）

質
問　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
健
康

管
理
に
関
す
る
概
要
は
。

答
弁　

毎
朝
、
健
康
観
察
を
実
施
し
、

必
要
に
応
じ
家
庭
へ
連
絡
し
て
い
る
。

ま
た
、
内
科
や
歯
科
検
診
等
の
ほ
か
、

本
年
度
か
ら
背
骨
の
変
形
な
ど
を
調

べ
る
運
動
器
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

朝
食
を
取
ら
な
い
児
童
・
生

徒
が
い
る
と
耳
に
す
る
。
こ
の
実
態

を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

文
部
科
学
省
が
食
事
に
関
す

る
全
国
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
平

成
27
年
度
の
本
市
の
結
果
は
、
「
朝

食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」
は
、
小
学

５
年
生
で
86
・
６
％
、
中
学
２
年
生

は
84
・
２
％
で
あ
っ
た
。
一
方
「
食

べ
な
い
日
も
あ
る
」
は
11
・
４
％
と

12
・
１
％
、「
食
べ
な
い
日
が
多
い
」

は
１
・
６
％
と
２
・
６
％
、
「
食
べ

な
い
」
は
０
・
４
％
と
１
・
１
％
で

あ
っ
た
。
国
や
県
と
比
較
す
る
と
、

良
好
な
状
態
と
言
え
る
。

質
問　

こ
の
結
果
を
受
け
た
学
校
の

対
応
・
対
策
は
。

答
弁　

授
業
や
給
食
指
導
等
で
食
育

に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
学
校
保
健
委
員
会
で
、
食
事
が

健
康
に
及
ぼ
す
影
響
や
生
活
習
慣
病

予
防
な
ど
を
学
び
合
い
、
食
事
の
大

切
さ
や
健
康
意
識
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。
さ
ら
に
、
一
部
の
学
校
で
は
、

生
活
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
配
布
し
、

朝
食
や
睡
眠
な
ど
の
改
善
に
家
庭
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

答
弁　

榛
名
荘
病
院
や
高
崎
中
央
病

院
、
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所
、
通

町
診
療
所
で
実
施
し
て
い
る
。
平
成

27
年
度
の
患
者
数
は
１
万
６
６
６
８

人
で
、
う
ち
要
保
護
者
は
４
７
２
６

人
で
あ
る
。
今
後
、
高
齢
者
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
へ
周
知
し
、
生
活
困
窮
者
が
適
切

に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
情

報
発
信
し
て
い
く
。

質
問　

Ｊ
Ｒ
群
馬
八
幡
駅
は
、
電
車

の
乗
降
口
と
ホ
ー
ム
と
の
段
差
が
30

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、
非
常

に
危
険
で
あ
る
。
１
年
前
に
改
善
を

要
望
し
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
重
ね
、
改
善

に
向
け
た
覚
書
を
締
結
し
た
。
現
在
、

Ｊ
Ｒ
に
よ
り
段
差
改
善
工
事
に
着
手

し
、
本
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
工

事
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
20
歳
の
ピ
ロ
リ
検
診
は
、
受
診

率
が
３
％
未
満
と
低
い
。
26
年
度
か

ら
対
象
を
20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35

歳
に
拡
大
し
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

答
弁　

２
年
間
で
１
７
５
５
人
が
検

診
し
、
受
診
率
は
５
・
４
％
に
増
え

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
受
診
率

が
低
い
た
め
、
対
象
を
５
歳
間
隔
で

は
な
く
、
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
い
つ

で
も
受
診
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
次
世
代
へ
の
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
予
防
の
啓
発
と
検
診
・
除

菌
の
勧
め
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

受
診
率
が
低
い
の
は
、
20
歳

で
は
親
元
を
離
れ
県
外
で
暮
ら
し
て

い
る
方
が
多
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

成
人
医
療
と
な
る
16
歳
ま
で
対
象
年

齢
を
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

ピ
ロ
リ
検
診
は
、
地
元
医
師

会
か
ら
の
提
案
で
始
め
た
任
意
の
検

診
で
あ
る
。
ま
ず
は
医
師
会
に
年
齢

の
引
き
下
げ
に
対
す
る
安
全
性
等
の

検
討
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

まめ知識●
●
エンディングサポート
無料低額診療

ひとり暮らし高齢者の葬儀や納骨など終活について、相談や支援を行う事業のこと。
社会福祉法に基づき、生活困難者が経済的理由によって必要な医療を受ける機会を制限されないよう、無料または低額で診療を行うこと。


